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ӷ࿙ग़  
ᴷۙ年のಈの֓ཁᴷ

医ྍ研究研म部 ౻ాɹึࠀ

ܠతഎ࢙ྺ.̍

ত和13 年に 4DIBMUFOCSBOE が、ʠ/FVFSF AOTDIBVVOHFO [VS 1BUIPQIZTJPMPHJF
EFS -JRVPS[JSLVMBUJPO�ʡと͍͏จݙʦ�ʧで、ࠊઠなどの໌Β͔な֎的༠Ҽが
なく、ى立性಄௧に͍、߲部ߗ、ుきؾ、ᅅు、ࣖ໐り、め·͍等をૌ͑、
ӷ࿙がೝめΒΕな͍症ྫをใࠂし、͜ΕをݪҼෆ໌のӷѹ症ީ܈（ಛ発
性ӷѹ症ީ܈）とใࠂしたものが࠷ॳͩと言ΘΕて͍るɻ

ӷѹ症ީ܈と͍͏ප態、ࠊઠと͍͏ߢにをして、ӷ
をとͬたりༀを入Εたり͢るखٕによͬてӷが減るもしく࿙Εる͜とに
よͬてӷѹがԼがると、ى立性಄௧（಄を上げると಄௧がしてԣになͬて͍
な͍と͑ΒΕな͍಄௧）をಛと͢るものであるɻ

಄部 C5 がී͢ٴるલに、くもບԼ出݂をஅ͢るखஈとして、ӷ࠾औ
を行ͬて͍た֎Պ医、ࠊຑਲを行ͬて͍たຑਲՊ医・ܗ֎Պ医によ
くΒΕたප態で、͜Εをӷᚈ性ӷѹ症ީ܈としてѻΘΕて͍たɻ

ত和 40 年ޙになると 3* ૧γンνάラϑィーが行ΘΕるよ͏になり、
ӷ࿙がͬきりしな͍ӷѹ症ީ܈にお͍て、急にӷ͔ߢΒΞイι
トーϓが消ࣦ͢る͜と͔Β、ӷٵऩのଅਐ·たど͔͜のߗບ͔Βのӷ࿙
出がӷѹのݪҼと͑ߟΒΕるよ͏になͬたɻ

ͦのޙ、ӷのٵऩ、くもບԼߢとߗບ֎ߢの੩຺のؒのѹࠩで生͡るた
めに、͍ӷѹのもとでٵऩがଅਐ͞Εる͜と͑ߟにく͍として、「ど͔͜
のߗບ͔Βӷが࿙Εて͍る」と͑ߟΒΕるよ͏になͬたɻ

平成のॳめに、ϝイϤー・ΫϦニοΫ（ถ国）の .PLSJ तΒが、ӷѹڭ
症ީ܈におけるΨυϦニウϜ（(E）造Ө .3* に͍ͭて、ߗບ૿強効果・ߗບ
Լߢ拡大・খፏ౧Լਨ・Լਨମज்などの所ݟをใࠂした͜と͔Β、ଟ
の症ྫがใ͞ࠂΕるよ͏になり、ಛ発性ӷѹ症ީ܈に関͢るݟがਐΜͩɻ

インλーωοトでʠTQPOUBOFPVT JOUSBDSBOJBM IZQPUFOTJPOʡ、ʠ.PLSJʡ
等ʑをΩーϫーυにして͢ࡧݕると各国のۙ࠷のใࠂがώοト͢る͜と͔Β、
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各国で現ࡏも研究がਐめΒΕて͍る͜とがΘ͔るɻ
·た、ӷѹ症ީ܈に対してϒラουύονを行な͏͜ともݹく͔Β行な

ΘΕて͍るの、日本ͩけの͜とでな͍ɻ
となるの、日本にお͍てのみ、ҟৗなස度でϒラουύονが行なΘ

Εて͍ると͍͏͜とであるɻ
ࣰӬਖ਼ಓ医ࢣ（࣌ɿ平௩共済පӃਆܦ֎Պ部）、「Ήͪଧͪ症」の

಄௧、ܱ部௧、め·͍、立ͪくΒみ、खのしびΕ・ྫྷ感、ຫ性的なͩる͞、ޙ
などの症ঢ়がͬたױ者を「όレ・Ϧュー症ީ܈」とஅし、ༀ、ঢ়ਆܦ
અϒロοΫ、ߗບ֎ిྍܹؾ法などを行ͬたものの、一࣌的な効果し͔なく、

「Կ͔症ঢ়を引き͜ىして͍るݪҼがあるͣͩ」とΜで͍た࣌に、た·た·
、ておりͬࡌのจが「܈ಛ発性ӷѹ症ީ」にࢽࡶવにも、खにした医ֶۮ
͜ΕをಡみਐΉ͏ͪに「ݪҼ͜Ε͔もしΕな͍」と಄の中にરくものがありʦ�ʧ、
͜のױ者に૬ஊし、3* ૧γンνάラϑィーを行͍、ࢼみにߗບ֎に生ཧ食Ԙ
ਫを入してみたと͜Ζ症ঢ়গし改ળしたと͍͏͜とであるɻ

ͦのޙ、Կ人͔のױ者にࠪݕとϒラουύον行͍、症ঢ়が改ળ͢る͜とが
分͔ͬたと͍͏͜とであるʦ3ʧɻ

͜のϒラουύονྍ法を受けたױ者が、平成 9 年͔ΒϗーϜϖーδ「ฬ
ଧͪױ者応援ϖーδ」を立ͪ上げ、平成 14 年に /10 ฬଧͪ症ױ者支援協会

（現ɿ/10 法人ӷ減গ症ױ者・Ո支援協会）へと発లして͍るɻ
·たࣰӬ医ࢣ、平成 14 年にテレϏே日のใಓ൪組「ニュースステーγϣ

ン」に出ԋし、ܱ೧࠳のױ者にϒラουύονが༗効である͜とを主ுした
的にϚスコミへొ͢るよ͏になͬたɻۃੵ、ޙ

ͦのޙ、ࣰӬ医ࢣおよびࣰӬ医ࢣのݟ解にࢍ同͢る医ࢣがू·り、ӷѹ症
研究会を発足ͤ͞、.PLSJ܈ީ ඞޠ༺तのจにお͍て「ӷѹと͍͏ڭ
ͣしもප態をදして͍な͍ので、ӷ減গと͍͏༻ޠが·し͍」ʦ�ʧとఏ
এして͍る͜とを受けて、平成 16 年「日本ӷ減গ症研究会」へと໊শ
をมߋして活ಈし、平成 19 年 4 月に「ӷ減গ症Ψイυライン 2007」
を発දしたɻ

·た、.PLSJ ᶅ、ݟ立性಄௧、ᶄయ型的ը૾所ىतのจの中で、ᶃڭ
ӷѹの 3 ͭがଗ͏య型的なප態のଞに「ᶃとᶄຬた͢が、ᶅがな͍（ਖ਼ৗ
ӷѹ）」もの、「ᶃとᶅຬた͢が、ᶄయ型的ը૾所ݟ（ߗບ૿強）がな͍」も
の、「ᶃى立性಄௧がなく、ᶄとᶅをຬた͢」ものと͍͏新たな 3 ͭのප態が
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ଘ͢ࡏるとड़た͜と͔Β、ٞ一ࠞཚしたɻ一部の医ࢣ「ى立性಄௧
がな͍ױ者」「ਖ਼ৗӷѹのױ者」がଘ͢ࡏる͜とを主ுし࢝め、中に

であるにも関ΘΒͣ、ӷ減গ症と「立性಄௧がなく、ӷѹもਖ਼ৗى」
அ͞Εる事ྫ·でݟΒΕるよ͏になͬたɻ

͜のよ͏に、֎ইޙのӷѹ症ީ܈に関して、医ֶ的ࠜڌがཧ͞Εな͍
··ಈき出し、Ϛスコミઌ行でӷ減গ症とϒラουύονに関͢るใ
活ಈが行なΘΕた͜とがであるɻ

ͦのよ͏な中で、本࣬ױがަ௨事ނスポーπ֎ইによͬて発症したとして、
อݥ会社などとࡋが͜͞ىΕるよ͏になͬたɻ

ਆܦ֎ইֶ会（現ɿਆܦ֎ইֶ会）、ਆܦ֎ই 30 ר 1 号（平成 19 年）
に『「಄部֎ইに͏ӷѹ症ީ܈」࡞業部会ใࠂ』をࡌܝし、をࢦఠ
͢るとともに、ֶ会としてのஅج४をఏҊし、࡞業部会としてのஅج४を
ϗーϜϖーδ上にެ開したɻ

͜のஅج४に͍ͮجてௐࠪを行͍「֎ইに͏ӷѹ症ީ܈ɿલきௐ
ࠪ݁果ใࠂ（ใ）」をެ開し、͞Βに平成 22 年 4 月にϗーϜϖーδに「֎ই
に͏ӷѹ症ީ܈のஅج४」をެ開したɻ

ͪなみに、「֎ই性」でなく「֎ইに͏」としたの、֎ইによるӷ
ѹ症ީ܈の発症機ংが໌Β͔でな͍ためである、と͍͏આ໌が࣌のֶ会で
な͞Εたɻ

ਆܦ֎ইֶ会のஅج४に͍ͮجてױ者をऩूしたใࠂが『「֎ইに͏
ӷѹ症ީ࡞「܈業部会ใࠂɿલきௐࠪに͍ͭて』として、ਆܦ֎ই 33 ר 2
号に͞ࡌܝΕて͍るɻ

͜のใࠂによると 1 年ؒを͔けて症ྫをొした医ྍ機関 12 ઃで症ྫࢪ
 23 ྫであり、͏ͪӷѹ症ީ܈であると֬ఆஅにͬࢸたものΘͣ
͔ 4 ྫであͬたとใ͞ࠂΕたʦ�ʧɻ

ͦのよ͏なঢ়گに対し、厚生労働省および A.&%（国立研究開発法人 日本
医ྍ研究開発機構）のҕ託研究として、ܗࢁ大ֶਆܦ֎Պ・Յࢁਖ਼ڭतが
൝となり「ӷ減গ症のஅ・ྍ࣏法の֬立に関͢る研究൝」（平成 19
ʙ 27 年度）、「ӷ減গ症のඇయ型ྫٴびখྫࣇのஅ・ྍ࣏法開拓に関
͢る研究൝」（平成 28 ʙ 30 年度）が組৫͞Εたɻ͜の研究൝「Յࢁ൝」と
Εたɻݺ

Յࢁ൝で、平成 20 年度͔Βલ方ࢹ的ྟচ研究を開࢝し、ى立性಄௧のױ
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者のొを行͍、平成 22 年 8 月·でにొ͞Εた 100 人に͍ͭて解ੳを行͍、
16 ໊でӷの࿙出を֬ೝし、「16ˋと͍͏ࣈܾしてくな͍ස度」、

「ަ௨事ނをؚΉ֎ইが 3 分の 1 の 5 ྫにೝめΒΕ、֎ইがܖ機になるの、
ܾしてكでな͍͜とが໌Β͔なとなͬた」と平成 23 年 4 月にใ͞ࠂΕたʦ�ʧɻ

·たՅࢁ൝で、ӷѹͩけでප態をٞ͢る͜と、ӷྔをଌ
ఆ͢る͜とも困であり、ӷが減গして͍ると͍͏͜とあく·でਪ
であるとし、平成 23 年 10 月に「ӷ࿙出症」としての「ը૾ఆج४・
ը૾அج४」をެදしたɻ

͞Βに、͜のஅج४に͍ͮجてஅ͞Εたױ者に対してϒラουύονを
行͍、ྍ࣏効果が立ূ͞Ε、平成 24 年ϒラουύον（ߗບ֎自Ո݂入ྍ
法）が「ઌਐ医ྍ」にબఆ͞Ε、͞ Βに平成 28 年 4 月͔Β݈߁อݥద༻となͬ
たɻ

͜ΕΒの研究成果を·とめて、Յࢁ൝、令和元年 12 月に「ӷ࿙出
症ྍࢦ」を発行したɻ

͜のྍࢦの中で、「ʠGMPBUJOH EVSBM TBD TJHO （'%44）ʡとよΕ、அ
Ձが高͍」として '%44 と͍͏ .3* 所ݟに関͢るهड़があるɻ'%44 と、

「பのߗບ֎にਫஷཹがೝめΒΕ、ߗບ೯があた͔もਫにු͍て͍るよ͏
に͑ݟる」と͍͏ものであるʦ�ʧɻ

͞Βに、令和元年 12 月 19 日ऺٞӃ会ؗで開͔ΕたՅࢁ൝によるߨԋで、
య型的な '%44 ͩけでなく、ඍྔな '%44 （JODPNQMFUF GMPBUJOH EVSBM TBD 
TJHOɿෆ全な '%44）もߗບ֎のӷஷཹの所ݟである͜とがઆ໌͞Εたʦ�ʧɻ

し͔し、͜の '%44 に関͢るݪஶでʦ�ʧ、ى立性಄௧のױ者ͩけをूめてϒ
ラουύονલޙの .3* 所ݟをݕ౼͢ると͍͏研究ख法をऔͬており、݈ৗ
ϘランティΞの .3* 所ݟとൺֱ͢ると͍͏ূݕを行ͬて͍な͍と͍͏
があるɻ

̎.ଛഛঈ্のมભ

自ಈं事ނଛαーϏス業の現で、ϒラουύονと͍͏໊લがฉ͔Ε
るよ͏になͬたの、平成 12、13 年͔ࠒΒでな͍͔とࢥΘΕるɻ

ॳ、.PLSJ ಄௧分ྨ第ࡍतΒのจ国ڭ 2 ൛の「7�2 ӷѹによる
಄௧」の中の「7�2�3 ಛ発性ӷѹ性಄௧」のஅج४がߟࢀと͞Ε、಄部
(E 造Ө .3* でߗບ૿強があると言͑る͔、খፏ౧Լਨがあると言͑る͔、
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3* ૧γンνάラϑィーでӷが࿙Εて͍ると言͑る͔、࠲Ґ·た立Ґをと
ると 15 分Ҏに૿ѱ͢る಄௧である͔などが૪となͬたɻ

一方で、「7�2�3 ಛ発性ӷѹ性಄௧」のஅج४に「ߗບ֎݂ӷύον
（͍Θゆるϒラουύον）72、ޙ Ҏに಄௧が消ࣦ͢る」とある͜と͔ؒ࣌
Β、அのためのϒラουύονが行ΘΕ、症ঢ়が改ળしたと͍͏ױ者の主ு
をࠜڌにӷѹ症ީ܈であると͍͏அがԼ͞Εると͍͏が生͡たɻ

͞Βに、ਆܦ֎ইֶ会が「֎ইに͏ӷѹ症ީ܈のஅج४」を発ද͢
ると、͜のج४をຬた͢所ݟがある͔൱͔と͍͏͜とが૪となͬたɻಛに

「֎ইに͏」とஅ͢るための݅である「֎ইޙ 30 日Ҏに発症し、֎ই
Ҏ֎のݪҼが൱ఆ的（医ݪ性除く）」をຬたして͍る͔と͍͏に主ுがू中
͢るが現Εたɻ

·た、ਆܦ֎ইֶ会のใࠂで、֎ইに͏もの「Θ͔ͣ 4 ྫ」とใ͞ࠂ
Εたのに対し、Յࢁ൝のใࠂで֎ইをܖ機に発症したとஅ͞Εたものが 5
ྫであるにも͔͔ΘΒͣ「֎ইがܖ機となるの、ܾしてكでな͍」とใࠂ
͞Εた͜とで、ૌুのଟগࠞཚしたɻՅࢁ൝のใࠂ、ӷの࿙出が
֬ೝ͞Εた 16 ྫの͏ͪ 5 ྫが֎ইをܖ機に発症しており「كでな͍」とಡ
Ήきでな͍͔とࢥΘΕるが、「֎ইがܖ機となるの、ܾしてكでな͍」
と͍͏部分ͩけをりऔͬた主ுもݟΒΕたɻ

ਖ਼֬なӸֶに関͢るใࠂな͍よ͏ͩが、平成 7 年ミωιλभオルϜステο
υ܊での「ಛ発性ӷѹ症ީ܈」の༗ප率 5 ສ人に 1 人ͩͬた（ະ発ද
デーλ）と͍͏ใࠂがあるʦ�0ʧɻしたがͬて、֎ইに͏ものに͍ͭて͞Βに
গなくなると͑ߟΒΕるので、كなものとଊ͑るのがଥでな͍͔とࢥΘΕ
るɻ

४が、関連͢るج൝のը૾அࢁの૪、Յۙ࠷ 8 ֶ会（日本ো医
ֶ会、日本ֶ会、日本֎Պֶ会、日本ਆܦ֎ইֶ会、日本಄௧
ֶ会、日本ਆֶܦ会、日本ܗ֎Պֶ会、日本ਆܦ֎Պֶ会）のঝೝをಘた
にも関ΘΒͣ、͍·ͩにಠ自のج४でஅしてϒラουύονが行ΘΕて͍る
と͍͏と、ը૾ࠪݕの݁果を࿙Εとみる͔࿙Εでな͍とみる͔と͍͏で
あるɻ

͞ΒにՅࢁ൝の研究で、「症ঢ়がな͍ਖ਼ৗ人ϘランティΞ 14 ໊の .3* ը
૾をݕ౼した݁果、部Ґによりҟなるが 20 ʙ 40ˋで࿙出がೝめΒΕた」と
ありʦ��ʧ、た·た·事ޙނにແ症ީ性の所ݟが͔ͬͭݟたͩけ͔もしΕな͍、と
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͍͏もあるɻ
「ӷ࿙出症」とのஅに͍ͭて、ޙࠓ「ӷ࿙出症ྍࢦ」

に͍ͮجたஅがな͞Εて͍る͔と͍͏をݕ౼͢る͜とになるとࢥΘΕるɻ
ಛに '%44 所ݟに͍ͭて、ӷ࿙出症ྍࢦにお͍て「'%44 がご

く軽ඍでෆ໌ྎな合、ޙに行͏ C5 ミΤロάラϑィーの所ݟをߟࢀにし、
所ݟを֬ఆ͢るඞཁがある」と͞Εて͍るにも߆ΘΒ ʦͣ��ʧ、'%44 所ͩݟけで
ӷ࿙出が֬ೝ͞Εたと͍͏主ுが行ΘΕる͜とがあるɻ

·た、ඇయ型ྫに関͢るٞがະ解ܾであり、খࣇに͍ͭても͜のஅج४
がて·る͔ど͏͔のݕ౼͞Εて͍な͍と͍͏もあるʦ�3ʧɻ

平成 31 年 4 月͔Β、࡛ۄ医Պ大ֶߥ৴ڭत（ਆܦՊ）をද研究
者として、「ࣇಐ・ࢥय़期ྫにおけるӷ࿙出症のප態とӷѹをࣔ͢प
ลප態の解໌ٴび؍٬的அ法に関͢る研究」が、A.&% に࠾͞Ε研究が
ਐめΒΕて͍るɻӷ中のϦポΧϦン型ϓロスλάランδン %2 合成߬ૉೱ度
7�0⹘ �NM Ҏ上͔ͭ型トランスϑΣϦンೱ度 11⹘ �NM Ҏ上の合に、ಛ発
性ӷѹ症ީ܈のஅに関して、感度 94�7ˋ、ಛҟ度 72�6ˋのஅਫ਼度が
ಘΒΕたとใ͞ࠂΕて͍るʦ��ʧɻ

新たなը૾所ݟஅج४に関͢る医ֶ的発දが行ΘΕ、ࡋも行ΘΕて͍
るঢ়گを౿·͑ると、ӷ減গ症ඃ者をదにิঈ͢るために、ޙࠓ
も医ֶ的ใྫをऩूして͍くඞཁがあるとࢥΘΕるɻ

なお、JA共済総研で、૪のมભに͏ӷ࿙出症に関͢るೝ൱の
அج४のม化にযを合Θͤたܾ༰に関͢る分ੳʦ��ʧɺʦ��ʧɺʦ��ʧ、および
ӷ࿙出症に関͢るഛঈ上のをཧ͢るとともに、ϒラουύον（ߗ
ບ֎自Ո݂入ྍ法）が݈อద༻となͬたޙにもऔり͞Εて͍るഛঈ実上
の՝に͍ͭてݕ౼を行ͬて͍るʦ��ʧɻ

（ݙ文ߟࢀ）
ʦ1ʧɹ4DIBMUFOCSBOE (ɽ/FVFSF AOTDIBVVOHFO [VS 1BUIPQIZTJPMPHJF EFS 

-JRVPS[JSLVMBUJPOɽ;FOUSBMCM /FVSPDIJSɽ1938ʀ3ɿ290ô300�
ʦ2ʧɹࣰӬਖ਼ಓɽ各Պのઐ医も立ূ あなたの「Ήͪଧͪ症」࣏り·͢ʂᴷӷ

減গ症（ӷѹ症ީ܈）のܾఆ的ྍ࣏法ᴷɽ日本医ྍاըɽ2005ɿ14Q�
ʦ3ʧ ɹલܝ 2ɿ15Q�
ʦ4ʧɹ.PLSJ #ɽ4QPOUBOFPVT DFSFCSPTQJOBM GMVJE MFBLTɿGSPN JOUSBDSBOJBM 
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IZQPUFOTJPO UP DFSFCSPTQJOBM GMVJE IZQPWPMFNJB�FWPMVUJPO PG B DPODFQUɽ
*Oɿ.BZP CMJOJD 1SPDFFEJOHTɽ1999ʀ1113ô1123�

ʦ5ʧɹલా߶΄͔ɽ֎ইに͏ӷѹ症ީ࡞ ܈業部会ใࠂɿલきௐࠪに͍ͭてɽਆ
ইɽ2010ʀ33֎ܦ ᾈɿ133ô144�

ʦ6ʧɹՅࢁਖ਼΄͔ɽӷ減গ症のஅ・ྍ࣏法の֬立に関͢る研究ɹ平成 22 年ޙ
総ׅ研究ใࠂॻɽ2011ɿ5Q�

ʦ7ʧ ɹՅࢁਖ਼ɽӷ࿙出症ྍࢦɽ中֎医ֶ社ɽ2019ɿ20Q�
ʦ8ʧɹӷ減গ症ϗーϜϖーδ IUUQT���DTGôKBQBO�PSH�KBQBOFTF�JOEFY�IUNM 

2020�10�27 Ӿཡ
ʦ9ʧ ɹ)PTPZB 5 FU BMɽ'MPBUJOH EVSBM TBD TJHO JT B TFOTJUJWF NBHOFUJD SFTPOBODF 

JNBHJOH GJOEJOH PG TQJOBM DFSFCSPTQJOBM GMVJE MFBLBHFɽ/FVSPMPHJB NFEJDPô
DIJSVSHJDBɽ2013ʀ53 ᾊɿ207ô212�

ʦ10ʧ ɹ4DIJFWJOL 8* FU BMɽ4VSHJDBM USFBUNFOU PG TQPOUBOFPVT TQJOBM 
DFSFCSPTQJOBM GMVJE MFBLTɽJPVSOBM PG OFVSPTVSHFSZɽ1998ʀ88 ᾈɿ243ô246�

ʦ11ʧ ɹલܝ 7ɿ8Q�
ʦ12ʧ ɹલܝ 7ɿ21Q�
ʦ1úʧ ɹલܝ 7ɿ10Q�
ʦ1ûʧ ɹଜ上༑ଠ΄͔ɽӷόイオϚーΧーとしてのʠ型ʡトランスϑΣϦンɽ自ਆ

ɽ2019ʀ56ܦ ᾉɿ109ô117�
ʦ1üʧ ɹ௰ହɽަ௨事ނྫにྫにみるӷѹ症ީ܈（ӷ減গ症）症ྫの分ੳɽ

ܗ・災֎Պɽ2011ʀ54 ᾍɿ845ô854�
ʦ1ýʧ ɹ௰ହɽྫにみる֎ই性ӷѹ症ީ܈（ӷ減গ症・ӷ࿙出症）症

ྫの分ੳɽܗ・災֎Պɽ2014ʀ57 ᾒɿ1621ô1629�
ʦ1þʧ ɹ௰ହɽྫにみる֎ই性ӷѹ症ީ܈（ӷ減গ症・ӷ࿙出症）症

ྫの分ੳɽഛঈՊֶɽ2014ʀ41ɿ93ô111�
ʦ1ÿʧ ɹ߳川ӫ一ɽ͍Θゆる「ӷ減গ症」ࡋྫと「ϒラουύον」、「

ӷ࿙出症ը૾ఆج४・ը૾அج४」のଛഛঈ実のࢹ͔Βのরࠪとݕ౼ᴷ
平成 28 年 4 月ϒラουύονอݥద༻をܖ機とした現ঢ়の՝ᴷɽ共済総合研究ɽ
2016ʀ73ɿ94ô112�
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